
　主な内容

「山東小学校」の校章デザインと校歌の歌詞が決定

「まいばらヘルスアップステーション」を開設

就農支援費補助金制度をご活用ください

次回の広報まいばら発行日　3 月1日号　2 月 24 日（木）

４

２

７
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や
っ
て
み
よ
う
!!
握
力
測
定

　

握
力
を
測
定
す
る
と
き
、
指
の
力

だ
け
で
な
く
、
腕
の
力
や
か
ら
だ
の

そ
の
他
の
力
を
使
う
た
め
、
全
身
の

筋
力
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
安
全
に
で
き
る

握
力
測
定
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

70
歳
か
ら

�

著
し
く
低
下
す
る
「
握
力
」

　

生
活
す
る
中
で
７
～
８
割
が
握
力

を
使
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

握
力
の
衰
え
は
、
物
を
持
っ
た
り
、

物
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
さ
ま

ざ
ま
な
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

●
瓶
の
フ
タ
や
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
栓
が

開
け
ら
れ
な
い

●
コ
ッ
プ
や
箸
・
ス
プ
ー
ン
を
う
ま

く
握
れ
な
い

　

物
を
握
る
と
き
、
指
の
関
節
の
柔

軟
性
も
重
要
で
す
。
柔
軟
性
を
測
る

に
は
、
手
を
広
げ
て
、
指
を
反
ら
せ

ま
す
。

　

ど
れ
く
ら
い
反
る
か
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

遠と
お
や
ま山

　
汎ひ
ろ
し

の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

体成分からどんなことがわかるの？

▶体成分分析装置

　身長、体重、BMI、体の構成成分（体
水分、タンパク質、ミネラル、体脂肪）、
部位別筋肉バランス、メタボリック度

（腹囲、内臓脂肪レベル）、身体サイズ、
基礎代謝量、フィットネススコア、生
活習慣評価、適正体重など

▲全身反応時間測定器

　動作の素早さに関する能力である敏
しょう性が測定できます。この敏しょう
性が低下すると、とっさの時に危険を回
避する動作が遅れたりします。

　人間の体を構成する水・たんぱく質・脂肪・骨のバランス
が崩れると肥満や浮腫などからさまざまな慢性疾患へと移行
することがあります。体成分を正確に把握することは慢性疾
患の予防、診断に役立てることができます。

 “絆”健康でつくる元気な米原市に向けて、米原保健センター（三吉 581 番地）内に「まいばらヘ
ルスアップステーション」を開設しました。
　健康器具をつかった体力測定を行い、自分に合った運動を始めるきっかけに、ぜひご利用ください。

　ご利用日　平日　10 時～ 12 時　13 時～ 15 時
　使 用 料　無料
　会　　場　米原保健センター（三吉 581 番地）
　利用申込　必ず前日までにお申し込みください。
　申 込 先　健康づくり課（山東庁舎）☎ 55 ー 8105

“絆”健
康 元気

「まいばらヘルスアップステーション」を開設
でつくる な米原市
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や
っ
て
み
よ
う
!!
握
力
測
定

　

握
力
を
測
定
す
る
と
き
、
指
の
力

だ
け
で
な
く
、
腕
の
力
や
か
ら
だ
の

そ
の
他
の
力
を
使
う
た
め
、
全
身
の

筋
力
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
安
全
に
で
き
る

握
力
測
定
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

70
歳
か
ら

�

著
し
く
低
下
す
る
「
握
力
」

　

生
活
す
る
中
で
７
～
８
割
が
握
力

を
使
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

握
力
の
衰
え
は
、
物
を
持
っ
た
り
、

物
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
さ
ま

ざ
ま
な
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

●
瓶
の
フ
タ
や
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
栓
が

開
け
ら
れ
な
い

●
コ
ッ
プ
や
箸
・
ス
プ
ー
ン
を
う
ま

く
握
れ
な
い

　

物
を
握
る
と
き
、
指
の
関
節
の
柔

軟
性
も
重
要
で
す
。
柔
軟
性
を
測
る

に
は
、
手
を
広
げ
て
、
指
を
反
ら
せ

ま
す
。

　

ど
れ
く
ら
い
反
る
か
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　　宝くじの受託事業収入を財源とする「共生のまちづくり

助成事業」の助成金制度は、すべての人にやさしいまちづく

り推進のために役立てられています。

　この制度を活用して、健康チェックや体力測定のできる「健

康器具」を購入しました。

　「まいばらヘルスアップステーション」
では、健康器具の設置とあわせて、健康に
関する「情報スペース」や「健康掲示板」
を設けました。ぜひご利用ください。

体験してみませんか「体力測定」
　今の体力を正確に把握することで、慢
性疾患の予防・診断に役立てることがで
きます。
　保健師の指導のもと、次のとおり体力
測定体験を開催します。あなたも挑戦し
てみませんか。
体験日　３月 10 日（木）
時　間　午前の部 10 時～ 12 時
　　　　午後の部 13 時～ 15 時
服　装　動きやすい服装でお越しください。
場　所　米原保健センター
　　　　米原市三吉 581 番地
申込先　健康づくり課（山東庁舎）
※前日までにお申し込みください。

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
部　

健
康
づ
く
り
課
（
山
東
庁
舎)

　

☎
５
５
ー
８
１
０
５　

 

５
５
ー
２
４
０
６

このほかにもこんな器具があります

▶長座位体前屈計

　柔軟性が測定できます。体が硬
いと怪我をしやすかったり、動き
がぎこちなくなってしまったり
することがあります。柔軟性を高
める事で、怪我の予防などさまざ
まな効果が期待できます。

◀上体おこし測定器

　腹筋の動的持久力が測定
できます。運動不足から腹
筋が弱くなると、全体的に
脂肪が増え、身体を支える
ために腰部の筋が過使用状
態になり、腰痛になりやす
くなります。

▲握力計 ▲垂直とび測定器

　体組成計、血圧計、身長
計、ベビースケールなどを
設置しています。また測定
結果を分析し、体力評価や
身体活動の評価、アドバイ
スが作成できる体力測定対
応パソコンもあります。

健康に関する
� 情報をチェック !!

「情報スペース」

「健康掲示板」
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４
月
か
ら
開
校
す
る
山
東
小
学
校
に

つ
い
て
、
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
と
校
歌
の

歌
詞
を
公
募
し
た
結
果
、
多
く
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
厳
正

な
審
査
を
経
て
、
教
育
委
員
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
決
定
し
た

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
東
小
学
校
の
校
章

　

校
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
計

１
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
神
奈
川
県

の
奥お
く

野の

和か
ず

夫お

さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
募
作
品
の
中
に
は
、
中
学

生
以
下
の
作
品
が
26
点
あ
り
ま
し
た
。

学
校
統
合
や
米
原
市
へ
の
関
心
を
よ
り

深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
特
別
賞
」
２
点

が
選
定
さ
れ
、
辻つ
じ
む
ら村
美み

里さ
と

さ
ん
（
伊
吹

山
中
２
年
）
と
酒さ
か

井い

鮎あ
ゆ

実み

さ
ん
（
伊
吹

山
中
２
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

作
品
の
趣
旨

　

山
東
東
小
学
校
と
山
東
西
小
学
校
の

校
章
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
桜
の
花
」と
、

地
域
を
流
れ
る
蛍
の
棲
む
川
、
天
野
川
、

由
里
川
、
黒
田
川
の
流
れ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
東
小
学
校
の
頭
文
字
で

あ
る
平
仮
名
の
「
さ
」
の
文
字
を
、
水

辺
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
に
見
立

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
生
き
生
き
と
躍

動
す
る
姿
や
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
姿
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

山
東
小
学
校
の
校
歌

　

校
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
計
47
点

の
応
募
が
あ
り
、
山
梨
県
の
穐あ
き
や
ま
さ
だ
ふ
み

山
定
文

さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
賞
に
は
、
伊い

藤と
う

大だ
い

貴き

さ

ん
（
柏
原
中
２
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

歌
詞
へ
の
想
い

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
心
豊
か
な

地
域
の
人
々
に
見
守
ら
れ
て
素
直
に
育

つ
子
ど
も
た
ち
。「
確
か
な
学
力
を
身
に

付
け
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、
大
き

な
夢
や
希
望
を
抱
く
子
を
育
て
る
こ
と
」

を
使
命
と
し
た
新
し
い
学
校
づ
く
り
に

努
め
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
し
い
教
育
理
念
を
整
理
し

て
盛
り
込
み
、
五
・
七
調
で
ま
と
め
ま
し

た
。

教育委員会からのおしらせ

新
校「
山
東
小
学
校
」の

校
章
の
デ
ザ
イ
ン
と

校
歌
の
歌
詞
が
決
定
し
ま
し
た校章デザイン 最優秀賞

奥
お く

野
の

　和
か ず

夫
お

さん（神奈川県）

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

教
育
総
務
課
（
山
東
庁
舎
）

　

☎
５
５
ー
８
１
０
７　

 

５
５
ー
４
０
４
０

校
歌
の
歌
詞　

最
優
秀
賞

�

穐あ
き
や
ま山 

定さ
だ
ふ
み文

さ
ん
（
山
梨
県
）

（
一
）

　
高
く
そ
び
え
る
　
伊
吹
山

　
元
気
な
あ
い
さ
つ
　
こ
だ
ま
す
る

　
希
望
に
ひ
と
み
　
輝
い
て

　
ね
ば
り
づ
よ
く
て 

た
く
ま
し
い

　
の
び
ゆ
く
　
山
東
小
学
校

（
二
）

　
蛍
と
び
か
う
　
清
流
に

　
愛
の
歌
声
　
流
れ
く
る

　
力
あ
わ
せ
て
　
助
け
あ
い

　
や
さ
し
い
心
　
む
す
び
あ
う

　
ふ
れ
あ
う
　
山
東
小
学
校

（
三
）

　
翼
を
ひ
ろ
げ
　
大
空
に

　
夢
を
え
が
い
て
　
鳥
が
ま
う

　
み
ど
り
の
大
地
　
ま
も
ろ
う
と

　
未
来
に
す
だ
つ
　
む
ね
は
っ
て

　
は
ば
た
く
　
山
東
小
学
校

タ
イ
ト
ル
「
ひ
と
み
輝
い
て
」
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制
度
の
概
要

　

国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）
は
昭

和
13
年
の
国
民
健
康
保
険
法
の
制
定
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
旧
坂

田
郡
法
性
寺
村
（
現
米
原
市
）
で
昭
和

14
年
に
開
始
さ
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
、

昭
和
32
年
に
は
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
保
は
、
各
市
町
村
等
が
運
営
主
体

（
保
険
者
）
と
な
り
、
病
気
や
け
が
の
時

に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

被
保
険
者
（
加
入
者
）
が
保
険
税
を
出

し
合
っ
て
、
必
要
な
医
療
費
に
充
て
て

相
互
に
助
け
合
う
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
は
、
他
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
の
場

合
以
外
は
、
必
ず
国
保
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。こ
れ
を「
国
民
皆
保
険
制
度
」

と
言
い
、
す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

運
営
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
は
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
、
被

保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
自
己
負
担
割
合
（
一
部
負
担
金
）

を
支
払
う
だ
け
で
必
要
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
部
負
担
金
以
外
の
医
療
費
は
、
各

医
療
機
関
か
ら
審
査
機
関
（
国
保
連
合

会
）
へ
請
求
さ
れ
ま
す
。
国
保
連
合
会

で
は
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
内
容
を
審

査
し
た
後
、
各
医
療
機
関
へ
医
療
費
を

支
払
い
ま
す
。
保
険
者
は
国
保
連
合
会

か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
医
療
費
を
支
払

い
し
ま
す
。

　

こ
の
支
払
に
必
要
と
な
る
資
金
を
市

町
村
等
の
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
や
国
・
県
か
ら

の
負
担
金
・
補
助
金
、
そ
の
他
の
収
入

（
他
保
険
者
か
ら
の
交
付
金
等
）
に
よ
り

確
保
し
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
状
況
に
つ
い
て

　

近
年
の
国
保
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
ニ
ー
ズ
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
毎

年
医
療
費
の
支
払
い
に
必
要
と
な
る
金

額
が
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
健
康
保
険
組
合
等
と
比
較
し
て
高
齢

者
や
所
得
の
低
い
世
帯
が
国
保
に
は
多

く
加
入
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
ほ
か
、

保
険
税
収
入
に
つ
い
て
は
景
気
の
影
響

な
ど
も
受
け
て
減
少
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
者
で

あ
る
各
市
町
村
等
に
は
国
保
を
適
正
に

運
営
す
る
た
め
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
平
成
20
年
度
か
ら
毎
年

度
国
保
財
政
が
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
22
年
度
に
つ
い
て
も
赤
字
と
な
る

見
通
し
で
す
。
今
後
、
保
険
税
率
の
見

直
し
、
医
療
費
抑
制
策
の
充
実
な
ど
の

対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

保険課からのおしらせ

シ
リ
ー
ズ
国
保
の
お
は
な
し

国
民
健
康
保
険
制
度
の
し
く
み

お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
部　

保
険
課
（
近
江
庁
舎
）

　

☎
５
２
ー
６
９
２
２　

 

５
２
ー
８
７
３
０

保険者（米原市） 被保険者（加入者）

国保連合会
（審査機関）

医療機関
（病院 ･診療所）など

医療費を
支払う

診察・治療
を行う

医療費の審査結果を
報告し、医療費を請求

被保険者証を提示
一部負担金を支払う

保険税を納める

審査後、医療費を支払う

被保険者証を交付する

医療費を請求する

国保の

運営イメージ
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

住
基
カ
ー

ド)

は
、
本
人
確
認
が
必
要
な
窓
口
で
、

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
ほ
か
、
確
定
申
告
の
電
子
申
請
が
で

き
る
な
ど
、
便
利
な
機
能
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
米
原
庁
舎
で
住
基
カ
ー

ド
の
即
日
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
申
請
か
ら
交
付
ま
で
２
週
間

程
度
必
要
で
し
た
が
、
米
原
庁
舎
で
申

請
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
日
に
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
が
お
得
！

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
住
基
カ
ー
ド
の

無
料
交
付
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
４
月

１
日
以
降
は
交
付
手
数
料
５
０
０
円
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

�

即
日
交
付
の
条
件

　

IC
チ
ッ
プ
が
入
っ
た
運
転
免
許
証
が

偽
造
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
確
認
す
る

た
め
に
運
転
免
許
証
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の

入
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
ら
…

　

運
転
免
許
証
に
設
定
さ
れ
た
パ
ス

ワ
ー
ド
を
お
忘
れ
の
方
は
、
更
に
も
う

１
点
公
的
な
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
証
と
更
に
も
う
１
点
公
的

な
身
分
証
明
書
を
併
せ
て
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
証
以
外
の
顔
写
真
付
の
公

的
な
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、

更
に
１
点
公
的
な
身
分
証
明
書
を
併
せ

て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

即
日
交
付
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
２
点
目
の
公
的
な
身
分
証
明
書
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
パ
ス
ポ
ー
ト
や
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
、
公
的
機
関
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書
。

　

ま
た
は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険

証
、
年
金
手
帳
な
ど
公
的
機
関
が
発

行
し
た
身
分
証
明
書
を
い
い
ま
す
。

Ｑ
１
～
３
の
条
件
を
満
た
せ
な
い
場
合

は
、
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
即
日
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
従

来
と
同
じ
く
ご
自
宅
に
郵
送
で
受
領

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
領
書
を

持
参
い
た
だ
い
て
交
付
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
米
原
庁
舎
以
外
で
も
即
日
交
付
の

　

手
続
き
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
米
原
庁
舎
以
外
で
申
請
を
さ
れ
た
場

合
に
は
、
即
日
で
の
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
郵
送
で
受
領
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
受
領
書
を
持
参
し
て
い
た

だ
い
て
交
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

即
日
で
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
１
～
３
の
条
件
を
満
た
し
た
上
、

必
ず
米
原
庁
舎
で
手
続
し
て
く
だ
さ

い
。

市民窓口課からのおしらせ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

早
く
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

米
原
庁
舎
で
即
日
交
付
に
対
応

お
問
い
合
わ
せ

　

米
原
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー

　

市
民
窓
口
課
（
米
原
庁
舎
）

　

☎
５
２
ー
６
９
２
７　

 

５
２
ー
４
５
３
９

IC
チ
ッ
プ
が
入
っ
た

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
場
合

IC
チ
ッ
プ
が
入
っ
て
い
な
い

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
場
合

運
転
免
許
証
以
外
の

顔
写
真
付
の
公
的
な

身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
場
合

12

3

　米原庁舎では、毎月第 2・第 4 木曜
日に夜の 7 時まで窓口業務を延長し
ています。
　住基カードの交付手続きにも対応し
ますので、ぜひご利用ください。
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近
年
、
全
国
的
な
農
業
者
数
の
減
少

や
著
し
い
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
農
業

に
つ
い
て
は
様
々
な
影
響
が
出
て
い
ま

す
。

　

米
原
市
に
お
い
て
も
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
、
今
後
の
農
地
保
全
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
農
業
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
で
新
た
に
農

業
を
営
も
う
と
す
る
人
に
支
援
・
補
助

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

補
助
の
対
象
者

　

米
原
市
に
居
住
し
、
市
内
で
農
業
経

営
を
始
め
よ
う
と
す
る
18
歳
以
上
55
歳

未
満
の
人
で
、
次
の
区
分
に
該
当
す
る

場
合
が
対
象
で
す
。

①
新
規
就
農
志
向
者

　
　

農
業
の
生
産
技
術
な
ど
の
取
得
の

た
め
に
６
か
月
以
上
３
年
以
内
の
期

間
で
営
農
実
習
を
受
け
、
実
習
終
了

後
に
市
内
で
農
業
経
営
を
行
お
う
と

す
る
人

②
新
規
就
農
者

　
　

市
内
で
農
業
経
営
の
基
盤
を
取
得

し
、
農
業
経
営
を
開
始
し
よ
う
と
す

る
人

③
独
立
就
農
者

　
　

農
業
の
経
営
主
の
も
と
で
３
年
以

上
従
事
し
、
市
内
で
独
立
し
て
農
業

経
営
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
人

 

補
助
金
額

　

就
農
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
月

額
３
万
円
を
上
限
に
、
36
か
月
を
限
度

と
し
て
補
助
し
ま
す
。（
総
額
１
０
８
万

円
、
１
人
１
回
限
り
の
補
助
）

　

な
お
、
就
農
後
５
年
以
内
に
農
業
を

廃
止
し
た
場
合
は
、
補
助
金
を
全
額
返

還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 

補
助
対
象
と
な
る
経
費

・
研
修
費

・
就
農
の
準
備
経
費

・
農
用
地
や
農
業
用
施
設
、
機
械
な
ど

の
取
得
費
や
賃
借
代

・
生
産
に
係
る
経
費

・
研
修
生
活
や
就
農
生
活
に
係
る
経
費

（
家
賃
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
消

耗
品
、
耐
久
消
費
財
）
な
ど

 
手
続
き
方
法
な
ど

①
認
定
申
請
書
（
就
農
計
画
書
）
を
市

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結

果
、
新
規
就
農
者
等
の
認
定
を
受
け

た
方
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
度
ご
と
に
、
補
助
対
象
月
分
の

　

補
助
金
交
付
申
請
書
を
市
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、

就
農
後
５
年
を
経
過
す
る
ま
で
、
毎

年
３
月
に
市
へ
状
況
報
告
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農林振興課からのおしらせ

新
規
就
農
を
お
考
え
の
み
な
さ
ん
へ

　
就
農
支
援
費
補
助
金
制
度
を

　
ご
活
用
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

　

経
済
環
境
部 

農
林
振
興
課
（
伊
吹
庁
舎
）

　

☎
５
８
ー
２
２
２
８　

 

５
８
ー
１
７
１
９

●農業技術や経営指導について
　湖北農業農村振興事務所
　農産普及課　　　　☎ 65 － 6629
●農業資材の斡旋・資金貸付などについて
　レーク伊吹農業協同組合
　本店　営農企画課　☎ 52 － 6532
●農地の売買・賃借について
　米原市農業委員会　☎ 58 － 2226
●市の農業施策について
　米原市農林振興課　☎ 58 － 2228 

お気軽に
ご相談ください
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在
宅
長
寿
の
ヒ
ケ
ツ

お問い合わせ　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎）　☎ ５５ー８１１０　  ５５ー８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎）　☎ ５５ー８１０５　  ５５ー２４０６

「
コ
タ
ツ
布
団
は
中
へ
」

「
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
は

�

め
く
り
上
が
ら
な
い
よ
う
に
!!
」

　

足
が
す
り
足
に
な
っ
て
い
る
と
、
こ

た
つ
布
団
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

に
つ
ま
づ
い
て
転
倒
し
、足
の
骨
を
折
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
転
倒
す
る
場
所
は
、
屋
外

よ
り
も
屋
内
の
方
が
多
い
と
い
う
結
果

も
出
て
い
ま
す
。

　
「
コ
タ
ツ
布
団
が
外
に

あ
ま
り
出
な
い
よ
う
に

す
る
」「
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
め
く
り
上
が

ら
な
い
よ
う
に
す
る
」

な
ど
の
転
倒
予
防
対
策

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

頭
と
体
を
同
時
に
動
か
し
転
倒
予
防
!!

　

最
近
の
研
究
で
、
転
倒
予
防
は
、
身

体
能
力
（
筋
力
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、

頭
の
注
意
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
日
の

ご
飯
は
、
何
作
ろ
う
か
な
ぁ
」
と
考
え

ご
と
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
つ
ま

づ
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
考

え
ご
と
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
段
差
に
気
づ
か
な
い
時
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
考
え
ご
と
に
注
意
が
向

い
て
い
て
、
段
差
に
注
意
が
向
い
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
頭
を
働

か
せ
な
が
ら
、
体
も
動
か
せ
る
と
い
う

能
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
転
倒
を

予
防
す
る
上
で
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
左
の
よ
う
な
頭
と
体
を
同

時
に
動
か
す
体
操
が
あ
り
ま
す
。
１
日

１
回
程
度
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ

い
。

～�

冬
の
転
倒
予
防
に
つ
い
て�

～

支援前の生活 健診結果
（H20.4.21）

・ご飯は２～３杯食べる
・焼酎を毎日2杯
・タバコは1日10～15本
・軽労働

体　重　68.3㎏
腹　囲　90.0㎝
血　圧　158/87㎜Hg
中性脂肪　74㎎ /dl
血糖値　112㎎/dl

目標：食事・飲酒・タバコの量を 50％減らす。

支援後の生活 健診結果
（H22.7.5）

・ご飯は1杯
・焼酎・タバコは以

前の半分の量に
・自分の基準に見

合った、食材のバ
ランス・量に気を
つけて食べる

・軽労働

体　重　64.5㎏
　　　　　（− 3.8㎏）
腹　囲　85.0㎝
　　　　　（− 5.0㎝）
血　圧　132/78㎜Hg
中性脂肪　83㎎ /dl
血糖値　102㎎/dl

健
康
へ
の
過
信
は
禁
物

 

～
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
体
づ
く
り
と
管
理
の
継
続
を
～

健康きらり

　

大
病
も
な
く
会
社
勤
務
を
続
け
、
健
康
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
退

職
後
に
受
け
た
市
の
健
康
診
断
で
血
圧
の
高

値
を
指
摘
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
警

告
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、「
た

ま
た
ま
そ
の
数
値
が
表
れ
た
だ
け
」と
思
い
、

丁
重
に
ご
指
導
を
お
断
り
し
ま
し
た
。
し
か

し
、翌
年
の
人
間
ド
ッ
ク
の
健
診
結
果
は「
メ

タ
ボ
」
で
し
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
経
過
す
る
と
危
険

域
に
突
入
す
る
の
で
は
？
」
と
、
健
康
管
理

の
必
要
性
を
実
感
し
た
頃
に
、
再
度
、
健
康

づ
く
り
課
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
こ
の
機
会
に

指
導
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

指
導
を
受
け
る
中
で
、
食
べ
る
量
と
運
動

不
足
に
問
題
が
あ
る
と
気
づ
き
、食
事
、飲
酒
、

喫
煙
の
量
を
50
％
削
減
す
る
決
意
を
し
て
、

家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
行
し
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
意
志
の
弱
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
が
、
１
～
２
か
月
毎
に
指
導
を
受
け
る
中

で
、
体
重
の
減
少
、
血
圧
の
降
下
な
ど
結
果

が
出
て
き
ま
し
た
。
２
年
後
の
健
康
診
断
で

は
、
血
圧
、
体
重
、
腹
囲
と
も
に
改
善
で
き

ま
し
た
。

　
「
健
康
へ
の
過
信
は
禁
物
」
を
肝
に
銘
じ

て
、
二
人
の
息
子
夫
婦
か
ら
贈
ら
れ
た
電
動

ウ
ォ
ー
カ
ー
で
、
こ
の
冬
の
運
動
不
足
を
解

消
し
て
今
後
も

さ
ら
に
改
善
が

で
き
る
よ
う
に

継
続
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

健康づくりに積
極的に取り組ん
でいる人を紹介
します。

＜担当保健師よりひとこと＞
　メタボの改善を決意された伊藤さんは、毎日
血圧と体重を測り、記録することで、減量によ
る血圧の降下を実感し、ご家族の協力を得なが
ら、食習慣改善を継続されました。
　その結果、2 年後には大幅に健診結果が改善。
来年度こそは脱メタボですね！

�

米
原
市
在
住
　
伊い

藤と
う

　
一か
ず

男お

さ
ん
（
65
歳
）�

イスに腰かけて足踏みしながら
　①思いつく「動物」の名前を言い続ける
　②思いつく「野菜」の名前を言い続ける
　③思いつく「花」の名前を言い続ける
　①から③をそれぞれ１回
　20 秒程度。足踏みは同じリズムで
行います。
　他にも「あ」や「か」のつく名前
を言い続けるなど、応用もできます。
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　天ぷらを揚げるときは決して離れない。離れ
るときは炎を小さくするのではなく必ず消す。
　「少しの間ぐらい大丈夫」という気持ちが危
険です。

天ぷら油から出火！
� 消火器で消すには？
　天ぷら油から火が出た時には消火器で消すの
が一番確実な方法ですが、その消火器も、ただ
火の方向にホースを向ければいいというわけで
はありません。消火器は直接油にかけると油が
飛び散って危険です。
　ちょっとしたコツで確実に火災を食い止める
ことができます。

今年６月１日から、すべての住宅に住宅
用火災警報器の設置が義務化されます！
　住宅火災によって尊い命が奪われることが
無いよう、一刻も早く、住宅用火災警報器を
設置しましょう。

大根 150g
にんじん 50g
キュウリ 50g
塩 小さじ 1/4 弱

レモン汁 大さじ１弱
さとう 小さじ１
塩 少々

①大根は皮をむき、３㎜厚の銀杏切りにする。

② にんじんも皮をむき、２㎜厚の銀杏切りにする。

③ キュウリは３㎜の輪切りにする。

④ ①②③に小さじ 1/4 弱の塩を振り、10 分後にザル
に空け軽く絞る。（給食では衛生面を考え、さっと
茹でてすぐに冷却し、塩をふっています）

⑤ レモンのしぼり汁にさとう、塩少々をまぜ、④に
合わせる。

　大根をレモンに漬けた彩りも良いサラダのよう
な漬けもので、この日の献立のようにツナカレー
と組み合わせると良く合います。
　レモンを加えることによってさらにビタミンＣを
補うことができ、風邪予防、お肌にも良い一品です。

お問い合わせ　市民部　市民安全課（近江庁舎）
　☎ ５２ー６６３０　  ５２ー６９３０

こんなことから火災が !!

お試し
メニュー

大根のレモンづけ

材料（4人分）�…………………………………

作り方�………………………………………

1月19日の（水）給食

毎月19日は「食育の日」

天ぷら油編

鍋の中の油が飛び散
らないように鍋のふ
ちにかけるか、壁を
利用して反射させる
など火を広げない消
火が大切です。

消火の
コツ
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み
ね
日び

よ

り和

市
長

エ
ッ
セ
イ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江ご
う

～
姫
た
ち
の
戦
国
～
」
の
放
送
が
始
ま
り
、

長
浜
市
と
連
携
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
江
・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
」

も
開
幕
し
ま
し
た
。

　

湖
北
が
主
な
舞
台
と
な
っ
た
第
１
回
目
の
放
送
で
、
早
く
も
小
谷
城

は
落
城
し
、
浅
井
長
政
も
自じ

刃じ
ん

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

放
送
で
は
、
浅
井
三
姉
妹
の
次
女
「
お
初は
つ

」
が
米
原
市
ゆ
か
り
の
京
極

高
次
に
嫁
い
で
い
く
シ
ー
ン
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
、
多
く
の
お
客
さ
ん
を
湖
北
に
呼
び
込
む
観
光

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
、
米
原
市
も
京
極
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
清

滝
寺
徳
源
院
と
伊
吹
山
文
化
資
料
館
を
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ポ
ッ
ト
」
と

位
置
付
け
、
３
月
６
日
か
ら
連
携
会
場
と
し
て
来
訪
者
を
ご
案
内
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
だ
け
の
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
ず
、“
京
極
氏
の
眠
る

地
・
ま
い
ば
ら
”
の
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
京
極

氏
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
を

お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
全
国
で
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
」
と
言
わ
れ
る
慈
善

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
米
原
市
に
も
１
月
24
日
早
朝
に
『
ド

ラ
え
も
ん
』
と
名
乗
る
方
か
ら
、
子
ど
も
用
の
水
筒
24
個
が
届
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
早
速
、
市
内
の
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
達
に

利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
お
渡
し
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
見
返
り
を
求
め
な
い
善
意
の
行
為
が
、
人
と
人
の
見
え

な
い
絆
を
つ
な
げ
、
明
る
い
社
会
を
作
り
出
す
原
点
だ
と
あ
ら
た
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。�

（
２
月
４
日
記
）

「大切な文化財をお守りせねば！」
文化財防火訓練　華やかに� 【1月22日】�
　26日の「文化財防火デー」にあわせて、清滝寺

徳源院で防火訓練が実施されました。

　この訓練には、住職や清滝女性防火クラブ、清

滝区民など関係者のほか、「江・浅井三姉妹博覧会」

をPRする「長浜歴ドラ隊」の7人も参加。AEDを

使った救命訓練や文化財搬出訓練などに真剣に取り

組みました。

　訓練を終えて、「今回は実践的なことを学ぶことが

できました。普段の生活で何かあったら小人数で初

期対応しなければならないと思うと気が引き締まる

思いです」と、女性防火クラブのみなさん。また、

米原消防署の伊賀並署長は「文化財や史跡は先人た

ちと空間を共有できる大切なもの。これからも地域

と消防が協力して守っていきましょう」と参加者に呼

びかけました。

若手職員が地域の熱意を体感
ボトムアップ研修発表会�【1月22日】
　市では、採用5年以内の職員が市内のまちづくり
団体が実施する事業に参加し、地域との協働を体験
する「ボトムアップ研修」を実施しています。今回、
受入団体のみなさんをお招きして、研修発表会を山
東公民館で開催しました。
　発表会では、現地での活動内容やそこで感じた課
題・提言について若手職員らしい新鮮な目線で報告
され、受入団体の方からは「フレッシュなみなさん
と汗をかけて刺激になった。これからも一緒に米原
市を元気にしていきましょう」と、エールが贈られて
いました。

　そして、研修以来の再会に、会場では笑顔であい
さつを交わす姿が。このようなつながりができたこ
とが、何より大きな収穫だったのではないでしょうか。
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京
極
家
再
興
の
夢

　

没
落
し
た
京
極
高た

か
よ
し吉
は
、
鎌
倉
時
代
か

ら
の
名
門
京
極
家
存
続
を
か
け
て
行
動
し

ま
す
。
足あ

し
か
が利
義よ

し
あ
き昭
の
擁
立
に
尽
力
し
た
高

吉
は
、
永え

い
ろ
く禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に

上
洛
し
た
織お

だ田
信の

ぶ
な
が長
が
成じ

ょ
う

菩ぼ

提だ
い
い
ん院
（
柏

原
）
に
宿
泊
し
た
と
き
、
北
近
江
守し

ゅ

護ご

職し
き

と
し
て
の
家
柄
を
な
げ
う
ち
、
成
り
上
が

り
の
信
長
に
恭
順
し
ま
す
。
高
吉
の
嫡
男

高た
か
つ
ぐ次
は
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
小

谷
城
京
極
丸
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
徳
源
院
に
産
湯
の
井
戸
が
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
八
歳

で
信
長
に
人
質
に
出
さ
れ
た
高
次
は
、
天

正
元
年
（
一
五
七
三
）、
足
利
義
昭
の
槙ま

き

島し
ま

城じ
ょ
う

（
京
都
市
）
攻
め
の
功
で
、
蒲が

生も
う

郡ぐ
ん

奥お
く
し
ま島

（
近
江
八
幡
市
）
五
千
石
を
与
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
年
、
小
谷
城
が
落
城
し
浅

井
家
は
滅
び
ま
し
た
。

　

天
正
一
〇
年
、
本
能
寺
で
信
長
が
自
刃

す
る
と
、
高
次
は
、
北
近
江
回
復
を
夢
見

て
、
羽は

柴し
ば

秀ひ
で
よ
し吉
の
今い

ま
は
ま浜
城じ

ょ
う

（
長
浜
市
）
を

攻
略
し
ま
す
。
し
か
し
、
明あ

け

智ち

光み
つ
ひ
で秀
が
秀

吉
に
敗
れ
た
た
め
、清せ

い

滝り
ゅ
う

寺じ

に
身
を
隠
し
、

秀
吉
の
追
討
を
逃
れ
て
、
今
須
（
関
ケ
原

町
）・
高
島
郡
を
経
て
、
北
の
庄
城
（
福

井
市
）
の
柴し

ば

田た

勝か
つ
い
え家
を
頼
り
ま
す
。

　

賤し
ず
が
た
け

ヶ
岳
の
戦
い
で
柴
田
方
に
属
し
た
高

次
は
、
こ
こ
で
も
敗
れ
、
北
の
庄
城
は
落

城
。
勝
家
と
お
市
は
自
刃
し
、
三
姉
妹
は

羽
柴
秀
吉
に
保
護
さ
れ
ま
す
。
高
次
は
、

若わ
か
さ
の狭
国く

に

（
福
井
県
）
の
守
護
大
名
で
あ
る

小お

浜ば
ま

の
武た

け

田だ

元も
と
あ
き明
に
嫁
い
だ
妹
（
一
説
で

は
姉
）
の
龍
子
を
頼
り
ま
す
が
、
武
田
氏

は
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
龍
子
は
秀

吉
の
側そ

く
し
つ室
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
龍
子

も
京
極
家
の
再
興
を
願
っ
て
兄
の
赦
免
を

秀
吉
に
嘆
願
し
、
高
次
は
高
島
郡
大お

お
み
ぞ溝
城じ

ょ
う

五
千
石
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
と
き
に
浅
井

長
政
の
次
女
初は

つ

と
結
婚
し
ま
す
。
高
次
は

秀
吉
の
も
と
で
軍
功
を
あ
げ
、
小
田
原
攻

め
で
八
幡
山
城
二
万
八
千
石
。
秀
吉
の
朝

鮮
出
兵
で
は
肥ひ

前ぜ
ん

名な

ご

や

護
屋
城じ

ょ
う

（
佐
賀
県
）

に
詰
め
、
大
津
城
六
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
ま

す
。

戦
国
の
論
理

　

こ
の
よ
う
に
、
高
次
は
近
江
国
内
で
着

実
に
領
地
を
加
増
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
信

長
や
秀
吉
に
と
っ
て
も
、
名
門
京
極
家
の

復
興
と
高
次
が
、
近
江
支
配
に
と
っ
て
必

要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

慶け
い
ち
ょ
う長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
京
極
家
最

後
に
し
て
最
大
の
危
機
が
訪
れ
ま
す
。
高た

か

次つ
ぐ

の
居
城
大
津
城
は
、
大
阪
・
伏
見
と
石

田
三
成
の
佐さ

わ和
山や

ま

城
の
間
に
あ
り
、
東
海

道
の
要
衝
で
す
。
大
恩
あ
る
豊
臣
家
か
ら

出
陣
を
頼
ま
れ
、
家
康
か
ら
は
味
方
に
な

る
よ
う
誘
わ
れ
ま
す
。
い
っ
た
ん
西
軍
に

加
わ
っ
て
出
陣
し
ま
す
が
、
再
興
し
た
京

極
家
の
温
存
を
図
る
高
次
は
、
弟
高た

か
と
も知
を

家
康
に
従
わ
せ
、
自
身
は
二
万
七
千
の
西

軍
を
大
津
城
に
釘
づ
け
に
し
ま
し
た
。
猛

将
立
花
宗
茂
ら
の
西
軍
の
猛
攻
を
一
〇
日

前
後
耐
え
た
さ
し
も
の
大
津
城
も
、
九
月

一
五
日
炎
上
し
開
城
。
高
次
は
高
野
山
に

蟄
居
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
日
、
関

ケ
原
で
は
家
康
が
大
勝
し
て
い
ま
し
た
。

灰か
い
じ
ん燼
に
帰
し
た
大
津
の
町
と
城
を
眺
め
た

家
康
は
、
西
軍
の
主
力
を
足
止
め
し
た
高

次
の
功
が
大
な
る
こ
と
を
知
り
、
若
狭
一

国
八
万
五
千
石
を
与
え
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
京
極
高
次
と
初
は
、
二
人
の
思
い
出

の
地
と
な
る
小
浜
に
移
り
ま
す
。
武
田
氏

の
後の

ち

瀬せ

山や
ま

城じ
ょ
う

か
ら
、
海
に
面
し
、
北
川
と

南
川
に
は
さ
ま
れ
た
海
浜
に
小
浜
城
を
築

城
し
、
小
浜
の
城
下
を
整
備
拡
張
し
ま
し

た
。

　

高
吉
・
高
次
・
龍
子
の
生
き
ざ
ま
は
、

一
族
の
血
筋
を
絶
や
さ
ず
、
領
地
を
得
て

家
臣
を
養
う
た
め
に
戦
い
の
優
勢
だ
と
思

わ
れ
る
方
に
つ
く
こ
と
が
正
義
と
さ
れ
、

寝
返
り
や
親
子
、
兄
弟
で
戦
う
こ
と
が
正

当
化
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
戦
い
の
論
理
を

体
現
し
て
い
ま
す
。
名
門
京
極
家
は
復
興

さ
れ
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

�

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
�

京
極
氏
と
浅
井
三
姉
妹
物
語

特　別
シリーズ

其　の

九

大溝城天守台跡（高島市）
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人
は
誰
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
幸

せ
に
生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
て
の
人
に
与
え
ら
れ
た
権
利

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

成
立
以
前
の
日
本
社
会
で
は
、
女
性
は

男
性
よ
り
も
低
い
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
、

法
律
施
行
後
は
少
し
ず
つ
女
性
の
地
位

は
向
上
し
た
も
の
の
、
未
だ
に
女
性
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
役
割
が
決
め
ら

れ
、
能
力
に
関
係
な
く
差
別
的
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
男
女
の
差
別
を
生
む
「
社
会
的
性

別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
と
性
差
別
に
つ
な

が
る
「
性
別
役
割
分
担
意
識
」
に
つ
い

て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
作
ら
れ
た
性
別

　

人
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
生
物
学
的
な

性
別
（
セ
ッ
ク
ス
）
に
対
し
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
は
「
社
会
的
性
別
」。
つ
ま
り

男
性
像
や
女
性
像
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
が
良
い
悪
い
と
い
う
価
値
を

含
む
も
の
で
は
な
く
、
国
際
的
に
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
社
会
的
性
別
」
が

性
差
別
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
、
偏
見
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
、

男
性
像
・
女
性
像
は
、
社
会
的
に
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

性
別
役
割
分
担
意
識
を
改
め
る

　

性
別
役
割
分
担
意
識
と
は
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」「
男
は
主
、
女
は
従
」

な
ど
、
性
別
に
よ
っ
て
適
し
た
役
割
や

能
力
、
活
動
分
野
が
あ
り
、
男
女
の
役

割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
で
、
家

庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
を
生
む

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
柔
軟
な
発
想
や
多
様
な

生
き
方
を
制
約
し
、
女
性
の
経
済
的
自

立
や
男
性
の
家
事･

育
児
等
へ
の
参
画

を
阻
害
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
男
女
共
同
参
画
に

�

関
す
る
話
題
や
取
組
か
ら

　

昨
年
、
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
選
ば

れ
た
言
葉
に
、「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」
は
、「
育
児
を
積
極
的

に
率
先
し
て
行
う
男
性
、
育
児
を
楽
し

ん
で
行
う
男
性
」
を
意
味
す
る
言
葉
と

し
て
、
近
年
、
育
児
に
積
極
的
に
取
組

む
男
性
が
増
え
た
こ
と
を
背
景
に
、
新

語
・
流
行
語
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
育
児
は
、
女
性
が
す

る
も
の
か
ら
、
男
女
が
共
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
行
う

も
の
へ
と
、
意
識
や
行
動
が
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
、「
仕
事
と
生
活

の
調
和
」
と
訳
さ
れ
、「
一
人
ひ
と
り
が

や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち
な
が
ら
働

き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て

も
、
子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た

人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き

方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
」こ
と
と
し
て
、

仕
事
だ
け
で
な
く
、
家
庭
生
活
、
地
域

活
動
、
自
己
実
現
の
た
め
の
活
動
な
ど

も
両
立
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
人
生
を

送
っ
て
い
く
た
め
の
取
組
と
し
て
広
く

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

�

社
会
の
一
員
と
し
て

　

職
場
や
家
庭
、
地
域
で
は
性
別
に
よ

る
役
割
分
担
意
識
は
、
ま
だ
ま
だ
残
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
性
別
に
関

わ
り
な
く
自
由
に
の
び
や
か
に
生
き
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
個
性
を
生

か
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社

会
に
す
る
た
め
に
、
女
性
も
男
性
も
責

任
を
果
た
し
、
お
互
い
を
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
こ
と
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
は
大
切
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自
身

の
意
識
や
言
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

考えよう！ No.11 〜�いのちと人権�〜

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部 

人
権
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

　

☎ 

５
２
ー
６
６
２
９　

 

５
２
ー
４
５
３
９

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
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「子宮頸がん予防ワクチン」
「ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン」
「小児用肺炎球菌ワクチン」の予防接種を開始しました。

特別障害者手当・
障害児福祉手当について

2月1日から
無�料

子宮頸がん予防ワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

ヒブ（インフルエンザ菌b型）ワクチン

●対　　象　中学校１年生(13歳相当)～
　　　　　　高校1年生（16歳相当）の女子
●接種回数
　3回接種（初回・初回から1か月後・初回から6

か月後）

※高校1年生の方で平成22年度中に1回または2
回の予防接種を行った場合は、次年度も

　無料で接種できます。

●対　　象　生後2か月から5歳未満の乳幼児
●接種回数…次の①～④のとおり
①生後2か月以上7か月未満
　3回接種(初回）、3回接種からおおむね60日

後に1回接種（追加）
②生後7か月以上12か月未満
　2回接種(初回）、2回接種からおおむね60日

後に1回接種(追加）
③生後12か月以上24か月未満
　2回接種(60日以上の間隔) 
④2歳以上5歳未満　1回接種 

●対　　象　生後2か月から5歳未満の乳幼児
●接種回数…次の①～③のとおり 
①生後2か月以上7か月未満
　3回接種(初回）、3回接種からおおむね1年後

に1回接種（追加）
②生後7か月以上12か月未満
　2回接種(初回）、2回接種からおおむね1年後

に１回接種(追加）
③1歳以上5歳未満　1回接種

　子宮頸がん予防および乳幼児の細菌性髄膜炎予防のため、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブ（インフルエン
ザ菌ｂ型）ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種を実施します。

接種方法

接種料金　 無料

指定医療機関に予約してから受診してく
ださい。（予診表は医療機関にあります）

問  市　健康づくり課（山東庁舎）
　 ☎ 55 － 8105　  55 － 2406

問  市　社会福祉課（山東庁舎）
　 ☎ 55 － 8102　  55 － 8130

　接種回数や指定医療機関について
は、健康づくり課へお問い合わせくだ
さい。
　子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチ
ン、小児用肺炎球菌ワクチンは、任意の
予防接種となります。予防接種の効果
や副反応の可能性を十分にご理解いた
だいたうえで、保護者の希望により接
種していただくことができます。

　心身に重度の障がいをお持ちの方に対して
手当の支給を行っています。
　御本人や御家族の所得状
況など、手当の支給には条件
がありますので、詳しくは、
社会福祉課までお問い合わ
せください。

●特別障害者手当
　月額　26,440円（平成22年4月1日現在）
　対象　障害基礎年金の1級程度の障がいが重複しているのと
　　　　同程度の障がいを有すると認められる20歳以上の方
　要件　在宅で生活していること
　　　　（施設入所、入院されている方は対象外）
●障害児福祉手当
　月額　14,380円（平成22年4月1日現在）
　対象　身体障害者手帳の1級程度障がい、または最重度の知
　　　　的障がいにより、日常生活が著しく制限され常に介護
　　　　を必要とする、20歳未満の児童等
　要件　在宅で生活していること
　　　　（施設入所されている方は対象外）
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伊吹薬草の里文化センター
ハーブラウンジ経営者を募集
　伊吹薬草の里文化センターの薬草
風呂のリニューアルオープンに合わ
せて、ハーブラウンジ ( レストラン )
の経営者を募集します。
場　　所▶春照 37 番地
店舗形態▶飲食と軽食、小物販売
店舗面積▶ 77㎡
営業開始時期▶ 3 月下旬（応相談）
提出書類▶出店計画書（経営方針等

を 1,000 字程度、様式は任意）、営
業メニュー、履歴書

募集期限▶ 2月22日（火）まで
問  市教委 生涯学習課（ルッチプラザ内）
　 ☎ 55 － 8106　  55 － 4556

毎月 19日は「食育の日」

米原市内の交通事故（平成 23 年 1 月 31 日現在）

　　件数　12 件（ − 2 件）、死者　0 人（ ± 0 人）、傷者　14 人（ − 5 件） ※カッコ内は前年比

　食育の基本は家庭にあります。家
庭でおいしく楽しい食育に取り組み
ましょう。

家庭における食育の推進　目標④

�家族で食卓を囲む
� “だんらん”の時間を増やそう　

・みんなで一緒に楽しく食事をしま
しょう

・「家族そろって食事をする日」を決
めましょう

・食事中はなるべくテレビを見ないよ
うにしましょう

　ひとりで食事をするより、みんなで食べるとおいしく感じるのはなぜ
でしょう。それは、家族や仲間とコミュニケーションがとれて、気持ち
が伝わり、心がわくわくするからです。
　誰かと一緒に食べたり、食事の話題を共有したりすることは、人との
かかわりを広げ、愛情や信頼感がはぐくまれます。また、友人や地域の
人との会食など、いつもと少し違った雰囲気で食事をすることで、楽し
く食べることができ、好き嫌いが減ることもあります。
　子どものころからみんなで食べる楽しさを体験していると、人の気持
ちがよくわかるようになり、思いやりの気持ちが育つといわれています。

「一緒に食べると楽しい」という思いを育てることは、心を育てるとて
も大切なことです。
　家族が自然に集う家庭の食卓では、家族の体調や心の調子を確認する
こともできます。友人や家族がそろって食べる機会を増やし、心も体も
元気になる食事を楽しみましょう。

ほたるんの
食育通信
　第4号

なるほど食育コラム　如月

問  市　健康づくり課（山東庁舎）　 ☎ 55 － 8105　  55 － 2406

愛犬のフンを始末して
きれいなまちに！
　道路や公園などが犬のフ
ンで汚され、多くの方が大
変迷惑されています。犬のフンの後
始末は飼い主の義務です。飼い主が
責任をもって後始末してください。
愛犬の散歩のときには・・・
●フンの後始末が出来る用意を忘れ

ずに（シャベル、ビニール袋など）
●必ず引綱をつけましょう
 環境保全課

　宝くじの受託事業収入を財源とす
る各種助成事業は、あらゆるまちづ
くり活動に役立てられています。
　「コミュニティ助成事業」は、自治
会活動に必要な施設整備や地域活動

を行うために必要な事業に対して助成されるものです。この制度を活用して、
5 つの自治会で次のとおり整備をされましたので、ご紹介します
 問  市 米原市民自治センター　 ☎ 52 － 6623　  52 － 4539

平成22年度
助成事業
のご紹介

吉槻区

宇賀野区

市場区

近江ニュータウン重町

菅江区

除雪機 (200 万円 ) 除雪機 (140 万円 )

滑り台・シーソー・芝刈機・掲示板 (130 万円 )

除雪機 (100 万円 )

除雪機 (160 万円 )
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米原市文化協会美術工芸部
交流作品展
　文化協会員が日頃の成果を存分に
発揮した、絵画・写真・工芸などの
作品を展示します。お誘い合わせの
うえ、ぜひご来館ください。
日時▶ 2月25日(金)～27日(日)
　　　 9時～17時（27日は15時まで）
会場▶米原公民館 2 階研修室
問  市教委 生涯学習課内
　 文化協会事務局（ルッチプラザ）
　 ☎ 55 － 8106　  55 － 4556

早春！釣り大会
　釣ったブラックバス
などの外来魚をリリー
スせず、琵琶湖の豊か
な生態系を取り戻すための取組の一
環として、釣り大会を開催します。
　釣り上げにご協力いただいた先着
100 名様には焼き芋をプレゼント。
事前申込は不要です。ぜひご参加く
ださい。
日　時▶ 3月12日（土）　10時～13時
　　　　荒天の場合は中止
会　場▶彦根旧港湾付近
　　　　（受付は県立彦根総合運動場）
参加料▶えさ代として 1 人 100 円
　　　　（釣竿の無料貸出もあり）
問  滋賀県 琵琶湖再生課
　 ☎ 077 － 528 － 3485

米原市臨時職員
採用予定▶臨時労務作業職員 1 人
勤務場所▶環境保全課（伊吹庁舎）
雇用期間▶ 4月1日～9月30日
試験日時▶ 2月23日(水)　9時～
受付期間▶ 2月7日(月)～2月22日(火)
問  市 環境保全課（伊吹庁舎）
　 ☎ 58 － 2230　  58 － 1630

広告主を募集します
納付書などの送付用窓あき封筒
　新たな財源の確保と市の発行する
印刷物などの有効活用を図るため、
納付書などの送付用封筒について広
告を掲載していただける事業者を募
集します。
作成枚数▶ 40,000 枚
広告規格▶縦 60㎜×横 100㎜
　封筒裏面の右下に 1 枠＊単色刷
掲載料金▶申込金額の最高額（最低

制限価格 5,000 円＊版下作成費用
は広告主の負担）

掲載期間▶平成 23 年 4 月頃から使
いきるまで

申込方法▶指定の申込書に必要事項
と申込金額を記入し、広告原稿（案）
を添えて、下記まで

申込期限▶ 2 月 23 日（水）
　＊郵送の場合は必着
問  ・申  市 収納対策課（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 3189　  52 － 6930

公募委員を募集します
　上下水道課では、次の 2 つの審議
会で公募委員を募集しています。
 ①水道運営審議会
職務内容▼市長の諮問に応じて水道

事業の運営などについて必要な事
項を調査・審議

委員任期▼平成 23 年 4 月 1 日から
　　　　　平成 25 年 3 月 31 日まで
募集人員▼ 4 人以内
応募資格▼市内在住・在勤の 20 歳以

上の方。ただし、長浜水道企業団
の給水区域に居住または勤務され
ている方は除きます。

 ②下水道事業審議会
職務内容▶市長の諮問に応じ、下水道

事業に関する重要な事項を調査・審議
委員任期▶平成 23 年 4 月 1 日から
　　　　　平成 25 年 3 月 31 日まで
募集人員▶ 5 人以内
応募資格▶市内在住・在勤の 20 歳以

上の方
 応募方法など（①・②共通）
募集期間▶ 2月14日(月)～3月7日(月)
応募方法▶申込書に必要事項を記入

のうえ、直接持参または郵送など
で提出。申込書は、上下水道課の
ほか各庁舎窓口や市公式ウェブサ
イトで入手できます。

問  ・申  市 上下水道課 ( 近江庁舎）
　 〒521-8601米原市顔戸488番地3
　 ☎ 52 － 6923　  52 － 4858
　 jougesui@city.maibara.lg.jp

人口 41,293 人（− 50）　 男 20,235 人（− 12）　 女 21,058 人（− 38）　 世帯数 13,638 世帯（− 17）

65 歳以上の人口　10,167 人　  高齢化率　24.62%　 ※（　）内は前月との比較【平成 23 年 2 月 1 日現在】

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは、政策秘書課　☎52－6627へ
　　　◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,300 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　23,000 件）

今月の表紙

親子で鬼のお面をつくろう

　東草野小中学校の全校児童・生徒13
名が、「県下一斉清掃の日」の取組と
して学校周辺の落ち葉拾いを行い、み
んなで力を合わせて、たくさんの落ち葉を拾うことができました。
　拾った落ち葉は校内の堆肥置き場へ集められ、学校花壇や農園の土作
りに利用します。子どもたちにとっては、自分たちの手で学校をきれい
にできたという達成感を味わうとともに、環境保全について考える、よ
い機会になりました。〔12月2日実施〕

　未就園児家庭を対象にした鬼
のお面づくりが、柏原生涯学習
センターで行われ、10 組の親子
が楽しそうにお面づくりをおこな
いました。
　お面づくりは、長岡保育園内
にある「子育て支援センター　寺
子屋」が企画。寺子屋は毎週１回、
地域の公民館なでを会場に、寺
子屋ひろばとして、お絵かきなど
実施しています。このほか、子育
て支援センターはいぶき認定こ
ども園内に「はなばたけ」、米原
中保育園内に「あゆっこ」があり、
未就園児家庭の支援活動をおこ
なっています。

（環境保全課）

落ち葉を集めて堆肥に！
－東草野小中学校－

⑪
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　医療脱毛、しみ取り、脂肪吸引などの美容医療サービスの契約を申し込んだ。
高額なサービスなのに契約を急がされたうえ、あとで解約しようとしてもでき
なかった。

　「しょう油や砂糖を無料でも
らえる」と近所の人に誘われ
て、倉庫のような所に行った。
若い営業マンがいろいろな話
をし、日用品が配られた。雰囲
気にのみこまれ、気がつくと高
額の健康食品を契約していた。
自宅に帰ってよく考えると、必
要ないもので後悔している。

　高齢者や主婦を集め、楽しい話をしながら無料で商品を
配って気分を盛り上げ、商品を契約させる商法で、「SF商
法（催眠商法）」と言われています。無料で商品をもらって
いるため断りづらく、また閉鎖的な空間で
勧誘されて冷静に判断できず、思わぬ高額
商品を契約してしまうことがあります。
　契約書を渡された日から８日間はクーリ
ングオフできます。必要ないと思ったら、
クーリングオフの手続きをしましょう。

　キャンペーン広告を見て、カウンセリングだけのつもりで美容クリニックに出向いたところ、「ひ
どい状態だ」と不安をあおられ、「早いほうがよい、今日なら割引料金にする」などと強引に勧誘
されることがあります。また、広告に掲載されていた料金より、かなり高額の施術を勧められるこ
ともあります。
　美容医療は自由診療であり健康保険の対象外ですが、料金の説明が十分にされず、施術内容や副
作用の十分な説明がないまま契約してしまうケースもあります。

　キャンセルを申し出ると、キャンセルできないと言われ、高額な解約料を
請求されることもあります。美容医療サービスは自分から出向いて行って契
約するため、特定商取引法の適用がなく、クーリングオフや中途解約ができ
ない場合が多いのです。

　契約する場合のポイント� …………………………………………………
　キャンペーン価格や体験談などの広告をうのみにせず、複数の美容クリ
ニックを比較して、下記の点についてよく確認してから契約を考えましょう。

　・保険の適用があるか　　　・料金は他と比較して適正か
　・副作用の心配はないか　　・キャンセルできるか。その条件は
　・施術内容はどんなもので効果はどうか
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消費生活相談コーナー
困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）

受付　平日 9 時 30 分～ 16 時

相談専用　☎52-8088

この市政情報紙「まいばら」は 13,300 部作成し、１部あたりの単価は
12 円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。

環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
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美容医療サービスのトラブル

催眠商法にもご注意を！

事 例

事 例 アドバイス

アドバイス
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